
 今年度１月までの管内における非行事故報告件数

は 42 件です。特に、性的な非行事案として「ズボン

下ろし」が多く、昨年度と同様の 16 件報告されてい

ます。事案認知後に、いじめ対策組織で対応を協議

し、組織的に指導にあたったケースがほとんどです

が、中には、事案認知後に組織的な対応がなされず、

学校内においてズボン下ろし事案が繰り返されるケ

ースが見られました。各学校におかれましては、「ズ

ボン下ろし」が被害者の尊厳を踏みにじる深刻な人

権侵害であり、絶対に行ってはならないことを、繰り

返し指導願います。 

また、ズボン下ろし以外にも、トイレの個室をのぞく行為、ＳＮＳやインターネットを

介したトラブル等、重大な性に関する非行事案が報告されています。各学校におかれまし

ては、以下の点を踏まえ、児童生徒が健やかに生活を送るために一層の指導支援をお願い

します。 
 

１、非行事案への組織対応 

「新潟県いじめ対応総合マニュアル」の p5～p８を参考に、特に非行   

事案発生後の報告、情報共有を徹底すること。事案を認知した教職員は、   

いじめ対策推進教員や管理職に即日報告し、複数教職員で対応及び指導 

方針を協議すること。 

２、発達段階に応じた性非行の未然防止教育 

管内の性非行事案に共通している児童生徒の動機の多くは、「軽はずみな気持ちで行  

った」「人権侵害に当たる行為だという認識がなかった」といったものです。中には、  

グループ内で性非行が繰り返され、児童生徒が加害者にも被害者にもなってしまうケー 

スが見られました。 

 児童生徒の性非行を未然に防ぐためには、文部科学省と内閣府が作成した「生命（い 

のち）の安全教育」を参考に、以下の四つのメッセージを児童生徒に対して送り続ける 

とともに、発達段階に応じて指導願います。 

①生命（いのち）の尊さや素晴らしさ 

②自分を尊重し大事にすること（被害者にならない） 

③相手を尊重し大事にすること（加害者にならない） 

④一人一人が大事な存在であること（傍観者にならない） 

事故種別 小学校 中学校 

ズボン下ろし 13 ３ 
いじめ ６ ３ 
暴行、暴力 ５ ０ 
自殺ほのめかし 
自傷行為 

１ ２ 

性非行 ３ ０ 
ＳＮＳトラブル １ ２ 
その他 １ ２ 

計 30 12 

「事故報告書・速報数」(令和７年１月末現在) 

非行事案への組織的対応と共通理解を 

令和６年度２月発行 新潟県教育庁上越教育事務所 

「新潟県いじめ対応

総合マニュアル」 

「生命（いのち）の 

安全教育」 


